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事業の実施状況等に関する事項
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１．利賀ダム建設事業の全体計画について
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事業の進捗状況
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利 賀 ダ ム 全 体 計 画 3

利賀ダムイメージ（ CIM ）

利賀トンネル
（2工区）

３ 押場地区貯水池法面対策（第１期）工事押場地区貯水池法面対策（第１期）工事
１ 利賀ダム転流工事利賀ダム転流工事 ２ ダム本体建設（第１期）工事ダム本体建設（第１期）工事
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Ｒ１３

転流工

ダム本体基礎掘削

ダム本体堤体工

転流工閉塞工

ダム本体基礎処理

排土工

深礎工・アンカー工
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転流工進入路

押場 進入路整備

押場 排土工

押場 排水トンネル工

押場 深礎工

付替道路

一般補償・特殊補償

※貯水池斜面対策は、大規模な工事を行う押場のみを表示。北豆谷、大豆谷、岩渕は、Ｒ７～Ｒ１２の間で整備を行っていく。
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２．事業の実施状況について
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一般国道471号

一般国道156号

シクルビ谷橋（110m）

押谷トンネル
（0.9km）

利賀大橋（367m）

砺
波
方
面

岐
阜
方
面

豆谷ダム

南 砺 市

大牧発電所

大牧温泉

庄 川

利 賀 川

利賀ダム転流工事
[令和３年～令和５年]

令和５年度
令和４年度

（Ｒ３補正含む）
令和５年度

（Ｒ４補正含む）

４８．２億円
（７４．８億円）

９０．０億円
（１０３．７億円）

予 算 概 要

令和５年度実施

令和６年度以降実施予定

令和４年度迄実施

凡 例

工事概要
５

６

押場進入路その３工事

９

北豆谷地区進入路その２工事

※利賀大橋・長崎橋を含む約７００m区間は、平
成３０年１０月１４日に一般供用済み。

17 利賀ダム工事用道路他維持修繕工事

栗当

大牧

利賀村

大豆谷

北島

草嶺

押場

北原

長崎

高沼

北豆谷

岩渕

島地

利賀市民センター

平成15年度水没家屋
全戸移転完了
（全３家屋）

１

利賀ダム付替市道整備他工事12

利賀川護岸整備他工事

喜三郎谷建設発生土受入地

11

北豆谷トンネル工事
[令和４年～令和６年]

（令和４補正予算箇所含む）

４

利賀トンネル（２工区）工事
[令和３年～令和６年]

付替市道

利賀トンネル(１工区)工事
[令和４年～令和６年]

14
13

押場進入路その２工事

押場進入路その５工事

関西電力(株)

１０

利賀湖面橋（348m）

岩渕橋（67m）15 工事用道路法面対策工事

利賀ダム

利賀ダム本体建設（第１期）工事
[令和５年～令和９年]

２

押場地区貯水池法面対策（第１期）工事
[令和５年～令和９年]

３

７ 押場進入路その４工事

８ 押場地区進入路（シャフト線）工事
[令和５年～令和６年]

16 大洞谷基盤整備他工事

大洞谷建設発生土受入地

３ 押場地区貯水池法面対策（第１期）工事押場地区貯水池法面対策（第１期）工事
１ 利賀ダム転流工事利賀ダム転流工事 ２ ダム本体建設（第１期）工事ダム本体建設（第１期）工事

深礎杭

排土工
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7

①利賀ダム転流工事 全体状況 CIMモデル
トンネル内 令和５年２月撮影

河床進入
トンネル

転流工
（吐口部）

令和４～５年度実施

凡 例

転流工
（呑口部）

連絡トンネル

仮排水路トンネル 覆工作業

仮排水路トンネル連絡トンネル

吐口方面

発破掘削状況
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②利賀ダム本体工 CIMモデル

・ダム本体の施工は、まずダム本体の基
礎となる十分な強度の岩盤まで掘削を行
います。

・掘削が完了したのち、コンクリート打設に
あたってはRCD工法＋拡張レヤ工法で
進めます。

・コンクリート打設は冬期休止を含め約４
年間行います。
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③押場地区貯水池法面対策工 CIMモデル

深礎工

排土工

押場地区は、貯水池法面対策として
排土工・排水トンネル・深礎工・アンカー工により対策します。

利賀川

市道押場線

林道下山線

排土工
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④北豆谷地区進入路その２工事 ⑤北豆谷トンネル工事
令和４年１１月撮影

令和５年度実施

令和６年度以降実施予定

既設道路

凡 例

← 利賀川

至
下山線

サーチャージ水位
EL 434.5m

至
豆谷大橋

国道471号

北豆谷トンネル工事 北豆谷地区進入路その２工事

北豆谷トンネル断面

標準断面図（北豆谷地区）
工事用道路
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③～⑩押場地区貯水池斜面対策工事 ⑤北豆谷トンネル工事

林道下山線

国道471号

令和４年１０月撮影

令和５年度実施

令和６年度以降実施予定

既設道路

凡 例

令和４年度迄実施

標準断面図（押場地区(その４)）

工事用道路

切土

拡幅部

押場地区（その２）
進入路工事

押場地区（その４）
進入路工事

押場地区（その３）
進入路工事

押場地区進入路
（シャフト線）工事

押場地区（その５）
進入路工事

北豆谷トンネル工事

押場地区貯水池法面対策
（第１期）工事

標準断面図（シャフト線工事）
工事用道路
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岩渕橋

⑪利賀川護岸整備他工事 ⑫利賀ダム付替市道整備他工事

令和元年５月撮影

付替市道 整備計画CIMモデル

令和５年度実施

令和６年度以降実施予定

既設道路

凡 例

令和４年度迄実施

現地状況 令和4年11月時点

新岩渕橋

現地状況 令和4年12月時点

利賀川利賀川現市道

付替市道
下島大橋
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至八尾

喜三郎土砂置場

喜三郎橋

⑪利賀川護岸整備他工事（喜三郎土砂置場）
令和元年５月撮影

喜三郎谷

令和５年度実施

令和６年度以降実施予定

既設道路

凡 例

令和４年度迄実施

喜三郎土砂置場

喜三郎谷

現地状況 令和４年１１月時点
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⑬利賀トンネル（２工区）工事 令和５年３月撮影

切羽状況 吹付機移動状況

装薬状況切羽監視状況 14



⑭利賀トンネル(１工区)工事
令和３年１２月撮影

トンネル仮設ヤード

令和５年度実施

令和６年度以降実施予定

既設道路

凡 例

令和４年度迄実施

利賀トンネル（1工区）工事

（起点）

現地状況 令和4年12月時点
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⑮工事用道路法面対策工事

国道471号

← 工事用道路（４工区）

令和４年度実施

凡 例

至 利賀市民センター→

令和４年12月撮影

標準断面図

令和５年度実施
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３．第２回基本計画変更以降の検討状況
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【１】ダム本体
ダム本体の検討状況

〈今後の変更要因〉
・今後の詳細設計等や施工の際に設計で想定している地質と異なった場合、数量や施工内容が変動する場合がある。
・工程について、今後実施する調査設計や協議、予算の制約や入札手続き等によっては、見込みどおりとならない場合がある 18

ダム上流面図 ダム標準断面図

○基礎掘削工は、進入路を設けてダムサイトの高標高部から押し落としによる掘削を行い、順次下位標高へ切り下がって行き、ダムの堤敷
きとなる部分は十分な強度を有する良好な岩盤が得られるまで掘削する。

○押し落としした掘削土は、河床進入トンネルから建設発生土受入地へ運搬する。また、ダム本体のコンクリート骨材として流用するもの
は骨材仮置き場へ搬出する。

○基礎掘削が完了したのち、順次仕上げ掘削、岩盤清掃を行いコンクリートを打設していく。作業は基本的に昼夜施工で、連続的に施工を
進める。

○コンクリートの打設面への運搬は、基本的にケーブルクレーンを予定しており、コンクリート打設はRCD工法主体による施工としている。
○堤体工のコンクリート打設は、冬期休止を含み約４年間を予定している。

基礎掘削線

現況地形線



【１】ダム本体
ダム本体の検討状況

〈今後の変更要因〉
・今後の詳細設計等や施工の際に設計で想定している地質と異なった場合、数量や施工内容が変動する場合がある。
・工程について、今後実施する調査設計や協議、予算の制約や入札手続き等によっては、見込みどおりとならない場合がある

Ｒ２基本計画 現時点計画 変更内容

施工内容 土石・岩石掘削、
積み込み、運搬

土石・岩石掘削、
積み込み、運搬 変更なし

施工数量 約191,000㎥ 約191,000㎥ 変更なし

概算工事費 ２４．４億円 ２４．４億円 変更なし

Ｒ２基本計画 現時点計画 変更内容

施工内容
ケーブルクレーン

打設
クレーン打設

ケーブルクレーン
打設

クレーン打設
変更なし

施工数量 約512,000㎥ 約512,000㎥ 変更なし

概算工事費 ２２９．５億円 ２２５．２億円
（-４．３億円）

堤体材料の見直し
によるコスト縮減

○基礎掘削工 ○堤体工

19

Ｒ２基本計画 現時点計画 変更内容

施工内容
コンソリデーション

グラウト
カーテングラウト

コンソリデーション
グラウト

カーテングラウト
変更なし

施工数量 約10,700m 約10,700m 変更なし

概算工事費 ８．２億円 ８．２億円 変更なし

Ｒ２基本計画 現時点計画 変更内容

施工内容 放流設備 放流設備 変更なし

施工数量

常用洪水吐１式
利水放流設備１式
洪水吐ゲート１式
低位放流設備１式

常用洪水吐１式
利水放流設備１式
洪水吐ゲート１式
低位放流設備１式

変更なし

概算工事費 ３９．０億円 ３９．０億円 変更なし

○基礎処理工 ○放流設備

○ダム本体等は第２回基本計画変更以降、精査に伴い堤体工の施工内容の変更及び概算工事費を変更。



【１】ダム本体
ダム本体の検討状況

〈今後の変更要因〉
・今後の詳細設計等や施工の際に設計で想定している地質と異なった場合、数量や施工内容が変動する場合がある。
・工程について、今後実施する調査設計や協議、予算の制約や入札手続き等によっては、見込みどおりとならない場合がある

Ｒ２基本計画 現時点計画 変更内容

施工内容

昇降設備、照明設
備等、建設発生土
処理、濁水処理工、
基盤整備、法面緑
化対策

昇降設備、照明設
備等、建設発生土
処理、濁水処理工、
基盤整備、法面緑
化対策

変更なし

施工数量 1式 1式 変更なし

概算工事費 ３１．９億円 ３１．９億円 変更なし

○付帯工事・雑工事 ○仮設備費－工事用道路工

20

Ｒ２基本計画 現時点計画 変更内容

施工内容 管理用事務所、放流
制御設備、電気設備

管理用事務所、放流
制御設備、電気設備変更なし

施工数量 １式 １式 変更なし

概算工事費 ５６．９億円 ５６．９億円 変更なし

○管理設備費 ○閉塞工

○ダム付帯工事等は第２回基本計画変更以降、施工内容、数量及び概算工事費に変更はない。

Ｒ２基本計画 現時点計画 変更内容

施工内容 工事用道路 工事用道路 変更なし

施工数量
工事用道路約
10.8km

転流工進入路１式

工事用道路約
10.8km

転流工進入路１式
変更なし

概算工事費 ３９２．０億円 ３９２．０億円 変更なし

Ｒ２基本計画 現時点計画 変更内容

施工内容 閉塞コンクリート
打設

閉塞コンクリート
打設 変更なし

施工数量 約５１ｍ 約５１ｍ 変更なし

概算工事費 ３．１億円 ３．１億円 変更なし



【１】ダム本体
ダム本体の検討状況

〈今後の変更要因〉
・今後の詳細設計等や施工の際に設計で想定している地質と異なった場合、数量や施工内容が変動する場合がある。
・工程について、今後実施する調査設計や協議、予算の制約や入札手続き等によっては、見込みどおりとならない場合がある

上段：現計画（Ｒ２基本計画変更）
下段：工程見直し（赤色）、変更なし（青色）
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○ダム本体等は第２回基本計画変更以降、工事工程に変更はない。

R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13

 工事用道路(1～4工区)

 転流工進入路

 転流工

 ダム本体基礎掘削

 ダム本体堤体工

 転流工閉塞工

 ダム本体基礎処理工



【２】右岸地盤変動域対策
右岸変動域対策の検討状況

〈今後の変更要因〉
・今後の詳細設計等や施工の際に設計で想定している地質と異なった場合、数量や施工内容が変動する場合がある。
・工程について、今後実施する調査設計や協議、予算の制約や入札手続き等によっては、見込みどおりとならない場合がある 22

排土工の施工状況 （他ダム事例） 深礎杭工の施工状況 （他ダム事例）

右岸地盤変動域平面図 右岸地盤変動域断面図

○右岸地盤変動域対策は、排土工から着手し、施工頂部の広場から順次掘削して、進入路を設けながら切下がっていく。なお、法面
保護工は排土工の進捗に合わせ順次高標高部から施工を行っていく。

○掘削土砂は掘削面に設けた場内道路を使って上部へ搬出し、建設発生土受入地（大洞谷）へ搬出する。
○アンカー工及び深礎杭工の施工は、排土工が完了したのち施工を行う。なお、施工数量が多いことから複数班による同時施工とする。



【２】右岸地盤変動域対策
右岸変動域対策の検討状況

〈今後の変更要因〉
・今後の詳細設計等や施工の際に設計で想定している地質と異なった場合、数量や施工内容が変動する場合がある。
・工程について、今後実施する調査設計や協議、予算の制約や入札手続き等によっては、見込みどおりとならない場合がある

上段：現計画（Ｒ２基本計画変更）
下段：工程見直し（赤色）、変更なし（青色）

Ｒ２基本計画 現時点計画 変 更 内 容

施工内容
右岸上流斜面対策
排土工、アンカー工、深礎杭工
※基礎掘削法面の法面保護を含む

右岸上流斜面対策
排土工、アンカー工、深礎杭工
※基礎掘削法面の法面保護を含む

変更なし

施工数量 排土工約109万㎥、アンカー工378本、
深礎杭工16本、法枠工約26,200㎡

排土工約107万㎥、アンカー工386本、
深礎杭工16本、法枠工約44,300㎡ 設計の精査

概算工事費 １８４．１億円 １５８．３億円
(－2５.８億円）

設計の精査に伴い、施工仕様、数量等の変更
及び工事費の精査によるコスト縮減

R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13

 右岸地盤変動域

　　排土工

　　アンカー工

　　深礎杭工

工事用道路
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○右岸地盤変動域対策は、第２回基本計画変更以降、精査に伴い施工内容、数量の変更及び概算工事費を変更。



ダム本体及び右岸地盤変動域対策の検討状況

○令和６年６月～１１月の施工状況

24

施 工 ス テ ッ プ 図 （1/6)

【ダム本体】
○本体右岸側は、右岸展望広場
よりパイロット道路を構築し
て、押し落としによる本体基
礎掘削を開始する。

○本体左岸側は、赤松谷ヤード
よりパイロット道路を構築し
て、押し落としによる本体基
礎掘削を開始する。

○赤松谷では、仮設設備（コン
クリート製造設備、運搬設備
等）の基礎工事を行った後、
コンクリート製造設備の据付
工事を行う。

【右岸地盤変動域】
○頂部からの掘削（頭部排土
工）を開始し、掘削土は掘削
法面に造成した場内道路を使
用して上部へ搬出する。



ダム本体及び右岸地盤変動域対策の検討状況

○令和７年４月～令和７年１１月の施工状況
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施 工 ス テ ッ プ 図 （2/6) 【ダム本体】
○ダム左右岸は引き続き、押し
落としによる掘削を行う。

○ダムサイト左右岸の押し落と
しによる掘削が進むと河床部
から積込み・運搬を開始する。

○令和7年度内に減勢工を含む
本体基礎掘削を完了させる。

○仮設設備では、コンクリート
製造設備の据付を完了させる。

【右岸地盤変動域】
○引き続き、掘削（頭部排土）
を行い掘削土は場内道路を使
用して上部へ搬出する。



ダム本体及び右岸地盤変動域対策の検討状況

○令和８年４月～令和８年１１月の施工状況

【ダム本体】
○令和８年から堤体（低標高
部）のコンクリート打設を開
始する。

○コンクリート運搬設備及びコ
ンソリデーショングラウチン
グ施工に必要となる中央プラ
ントの据付を完了させる。

【右岸地盤変動域】
○引き続き、掘削（頭部排土）
を行い掘削土は場内道路を使
用して上部へ搬出し、令和８
には掘削（排土工）を完了さ
せる。

○掘削が完了した後、深礎杭工
の施工に着手し、河床側に架
設構台を設置する。

26

施 工 ス テ ッ プ 図 （3/6)



ダム本体及び右岸地盤変動域対策の検討状況 27

○令和９年５月～令和１０年１１月の施工状況

【ダム本体】
○堤体（中標高部）及び減勢工
のコンクリート打設を開始す
る。コンクリート打設は基本
的に昼夜施工とする。

○ダムサイト右岸ではリムグラ
ウチングトンネルの掘削及び
覆工を完了させる。

【右岸地盤変動域】
○引き続き、深礎杭工及びグラ
ウンドアンカー工の施工を行
う。

施 工 ス テ ッ プ 図 （4/6)



ダム本体及び右岸地盤変動域対策の検討状況

○令和１１年４月～令和１２年７月の施工状況

【ダム本体】
○堤体及び減勢工のコンクリー
ト打設、天端橋梁の架設が完
了する。

○カーテングラウチング、コン
ソリデーショングラウチング
の施工が完了。

○仮設設備の撤去が完了。

【右岸地盤変動域】
○深礎杭工及びグランドアン
カー工の施工が完了。

28

施 工 ス テ ッ プ 図 （5/6)



ダム本体及び右岸地盤変動域対策の検討状況

○令和１２年８月～令和１３年４月の施工状況
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○ダムサイト周辺の仮設備はす
べて撤去を完了し、管理設備
等の工事も完了させる。

○堤内仮排水路の閉塞作業を行
い、試験湛水を開始する。

○令和12年12月～令和13年4月
で試験湛水の完了を想定する。

施 工 ス テ ッ プ 図 （6/6)



【３】地すべり対策工－押場地区

地すべり対策工の検討状況

対策工平面図

対策工断面図

30
排水トンネル工標準断面図

集水ボーリング

○工事用道路を地すべりブロックの上部と下部に設けて、排土工、深礎杭工及び排水トンネルは同時期に施工する。
○深礎杭工の施工は、施工用仮設桟橋を設けて複数班による施工とする。
○排土工の掘削土砂は、建設発生土受入地及び他地区の地すべり対策として実施する押さえ盛土に運搬する。

押場地区
地すべり対策工事

排水トンネル工

深礎杭工

排土工



【３】地すべり対策工
地すべり対策工の検討状況

○地すべり対策工は、第２回基本計画変更以降、精査に伴い押場地区の施工内容、数量の変更及び概算工事費を変更。

Ｒ２基本計画 現時点計画 変 更 内 容

施工内容 排土工、深礎杭工、
排水トンネル工

排土工、深礎杭工、
排水トンネル工 変更なし

施工数量

排土工約50万㎥、深
礎杭工73本

排水トンネル工約
900m

排土工約45万㎥、深
礎杭工52本

排水トンネル工約
947m

設計の精査

概算工事費 ２２４．３億円 ２１３．７億円
(－１０．６億円）

設計の精査によるコスト縮
減

〈今後の変更要因〉
・今後の詳細設計等や施工の際に設計で想定している地質と異なった場合、数量や施工内容が変動する場合がある。
・工程について、今後実施する調査設計や協議、予算の制約や入札手続き等によっては、見込みどおりとならない場合がある
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○押場地区
Ｒ２基本計画 現時点計画 変 更 内 容

施工内容 排土工 排土工 変更なし

施工数量 排土工約13万㎥ 排土工約13万㎥ 変更なし

概算工事費 １６．８億円 １６．８億円 変更なし

○北豆谷地区

Ｒ２基本計画 現時点計画 変 更 内 容

施工内容 アンカー工 アンカー工 変更なし

施工数量 アンカー工 186本 アンカー工 186本 変更なし

概算工事費 ５．４億円 ５．４億円 変更なし

○大豆谷地区
Ｒ２基本計画 現時点計画 変 更 内 容

施工内容 押さえ盛土工、
付替河川

押さえ盛土工、
付替河川 変更なし

施工数量
押さえ盛土工約19
万㎥、付替河川約

400m

押さえ盛土工約19
万㎥、付替河川約

400m
変更なし

概算工事費 ７．４億円 ７．４億円 変更なし

○岩淵地区



【３】地すべり対策工
地すべり対策工の検討状況

○地すべり対策工は、第２回基本計画変更以降、精査に伴い工事工程を変更。

〈今後の変更要因〉
・今後の詳細設計等や施工の際に設計で想定している地質と異なった場合、数量や施工内容が変動する場合がある。
・工程について、今後実施する調査設計や協議、予算の制約や入札手続き等によっては、見込みどおりとならない場合がある

上段：現計画（Ｒ２基本計画変更）
下段：工程見直し（赤色）、変更なし（青色）
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地すべり対策地区 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13

 押場地区

  排土工

  深礎杭工

 岩淵地区

  排水トンネル

 北豆谷地区

 大豆谷地区

工事用道路

工事用道路 桟橋設置

工事用道路

深礎杭工

排土工

押盛土工（排土等の土砂を使用）

桟橋撤去

工事用道路 排水トンネル

工事用道路 排土工

工事用道路 アンカー工



【３】地すべり対策工－押場地区

地すべり対策工の検討状況 33

○令和５年の施工状況

施 工 ス テ ッ プ 図 （1/6)
○排土工、深礎杭工及び排水ト
ンネル工の早期着手のために、
上流側から施工箇所に向けて
複数の工事用道路を施工する。



【３】地すべり対策工－押場地区

地すべり対策工の検討状況
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○令和６年～令和７年の施工状況

施 工 ス テ ッ プ 図 （2/6) ○令和７年１１月には、各工事
箇所に取り付く工事用道路が
完了する。

○深礎杭工は施工用仮設桟橋の
設置を開始。

○排水トンネル工は仮設ヤード
を造成。



【３】地すべり対策工－押場地区

地すべり対策工の検討状況 35

○令和８年～令和９年の施工状況

施 工 ス テ ッ プ 図 （3/6)
○排土工の掘削を開始し、掘削
法面に設けた場内道路で搬出
する。排土工の進捗に合わせ
て、掘削法面の法面保護工を
行っていく。

○深礎杭工は、引き続き施工用
仮設桟橋及び施工ヤードが完
了した箇所から順次深礎杭工
を施工していく。

○排水トンネル工は上流側坑口
に仮設ヤードの造成を行い、
トンネルの掘削を開始してい
く。



【３】地すべり対策工－押場地区

地すべり対策工の検討状況
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○令和１０年～令和１１年の施工状況

施 工 ス テ ッ プ 図 （4/6)
○排土工は、引き続き掘削を進
めるとともに進捗に合わせて、
掘削法面の法面保護を施工し
ていく。

○深礎杭工は、引き続き施工用
仮設桟橋及び施工ヤードが完
了した箇所から順次深礎杭工
を施工していく。

○排水トンネル工は覆工コンク
リートを完了させる。



【３】地すべり対策工－押場地区

地すべり対策工の検討状況 37

○令和１２年の施工状況

施 工 ス テ ッ プ 図 （5/6)
○排土工及び掘削法面の法面保
護を進捗させ令和１２年の早
期に完了させる。

○深礎杭工は、順次施工が完了
した箇所から施工用仮設桟橋
を撤去していく。

○排水トンネル工は集水ボーリ
ングの施工を進め完了させる。



【３】地すべり対策工－押場地区

地すべり対策工の検討状況
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○令和１３年の施工状況

施 工 ス テ ッ プ 図 （6/6)
○すべての工事を完了させ、工
事用道路等の仮設桟橋等を撤
去していく。


